
※※上上図図のの手手順順でで救救急急隊隊員員ままたたはは医医者者がが来来るるままでで続続行行すするる。。   
※※１１歳歳以以上上８８歳歳未未満満のの場場合合、、救救助助すするる者者がが１１人人のの場場合合はは、、胸胸骨骨圧圧迫迫とと人人工工呼呼吸吸（（３３００：：２２））をを   
  ５５回回（（約約２２分分間間））繰繰りり返返ししててかからら、、１１１１９９番番通通報報ととＡＡＥＥＤＤをを手手配配すするる。。   

ある 

倒れている人がいたら

呼びかけ反応はあるか？

回復体位 
注意深く見守り続ける

大声で助けを求め 
１１９番通報・ＡＥＤ以来 

 気道の確保／呼吸確認 

人工呼吸(２回) 省略可能 

心肺蘇生 
・胸骨圧迫：人工呼吸（３０：２の割合で実施） 
・胸骨圧迫は、強く（４～５ｃｍ沈むまで）、速く（約１００回／分）、絶え間なく 

手 当

観 察

ない 

ショック不要

ＡＥＤ到着 
・電源を入れる。 
・メッセージどおりに行動する、電極パッドを装着する 

傷病者に触れない 
（心電図の自動解析）心肺蘇生中断 

ショック必要

・水分・金属類 

・ペースメーカー 

・貼付薬・胸毛  

の有無の確認。

救救命命処処置置のの流流れれ（（心心配配蘇蘇生生法法ととＡＡＥＥＤＤのの使使用用））  

周囲の安全確認

傷病者の訴えを聞き 
必要な応急手当をする 

普段どおりの息があるか？ ある

除細動実施（電気ショック）

直ちに心肺蘇生再開

約２分間心肺蘇生 

救急隊に引き継ぐか、何らかの応答が出現するか

普段どおりの息をしはじまるまで続ける 


